
10　かけ算の筆算(1) 　　がつ　　にち なまえ

こたえ カードで筆算づくり 発展②
はってん

1 2、4、7、8のカードを1回ずつ使って、3けた×1けたの筆算をつくりま

す。

2 4 7 8

2 答えがいちばん大きくなるときの式と答えを書きましょう。

742×8 ＝ 5936

3 答えがいちばん小さくなるときの式と答えを書きましょう。

478×2 ＝ 956

4 こんどは3、5、6、9のカードで、3けた×1けたの筆算をつくります。答

えがいちばん大きくなるときと、いちばん小さくなるときの式と答えを

書きましょう。

大きい 653×9 ＝ 5877

小さい 569×3 ＝ 1707

おうちの方へ

大きくするには、かける数にいちばん大きい8、かけられる数は742

（大きい順）。742×8＝5936（872×4＝3488などより大きい）。

小さくするには、かける数に2、かけられる数は478で956（教科書の

発展「かけ算の筆算づくり」）。④：653×9＝5877、569×3＝1707。
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